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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
動物が他者との交流の潤滑油に！！居場所づくりに向けて 
 
 
動物介在更生保護プログラム 
 
山本真理子（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
更生保護施設とは刑務所の仮釈放者や出所者が一時的に入居する
施設であり、住食・就労支援・生活指導等を提供することで入居者の
円滑な社会復帰をサポートしている。本活動は更生保護施設の（元）
入居者を対象に「社会参加・地域交流の促進」「生きがい・居場所づく
り」を目的とした動物介在介入（Animal Assisted Intervention: AAI）
を実施した。また、持続可能なAAIシステム開発も目的とした。 
 
内容 
施設スタッフと連携し、対象者の状況・希望や活動への参加回数等
を踏まえて、動物（犬・猫・ウサギ）との触れ合い、犬とのコミュニ
ケーション、新しい動作のトレーニング（犬）、動物や動物のケアに関
する勉強、散歩（犬）を実施した。 
 
成果 
本活動は2015年より継続して実施している。これまでに43回（2018
年度：11回）実施し、延べ参加人数は97名（2018年度：22名）であ
った（2019年3月13日時点）。 
 
課題 
AAI は多くの場合、ボランティアにより行われている。AAI への期
待が高まる中、専門的な技術・知識を持つ者が本学をはじめ複数の教
育機関で育成されているものの、社会で活躍できる場が限られている
のが現状である。本活動はボランティアに頼らない「持続可能な AAI
システム開発」を一つの目的とした（図1）。具体的にはAAIの実施を
一つの場所に集約し、対象者に実施場所に出向いてもらうシステムを
考案した。これにより頻度の少ないAAIを補いつつ、実施者と動物の
負担を軽減することを期待した。さらに、各施設から負担のない程度
の費用負担をしてもらうことで、サービスに対する対価が発生する仕
組みを作ることも長期的な目標とした。しかし、実際にはいくつかの
課題（例：対象者同士の相性への懸念、実施場所までの移動の負担）
から計画通りの実施とはいかなかった。そのため、更生保護施設入居
者の属性に合った方法をさらに検討する必要があることが示された。 
 
今後の予定 
現在の活動を継続し、活動の効果を客観的に明らかにしていく。ま
た、更生保護施設ごとに状況が異なることから、AAI を実施したこと
のない他の施設とも連携を図ることで、持続可能なAAIシステム開発
に向けてより多くの意見を収集する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1. 持続可能なシステム（案） 
REPORT 教員助成
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生きものの価値を多くの人たちへ伝え、そして広める 
 
 
生息域内外における啓発活動の普及 
－地域環境資源を次世代につなぐ－ 
 
江田慧子（教育人間科学部 学校教育学科） 
木場有紀・新家智子（教育人間科学部 幼児保育学科） 
 
目的 
昨年度は絶滅危惧種のオオルリシジミに関する手袋シアターの手
遊びとプラ板によるキーホルダー作りという２つの教材と教育プロ
グラムを開発することに成功した。今年度はそれらの教材を使って、
オオルリシジミが生息している熊本県と長野県、生息していない足立
区生物園でプログラム実施を行った。 
内容と成果 
2018 年 6 月 2 日に長野県で行われたオオルリシジミの観察会に参
加した。オオルリシジミや食草であるクララの状況を確認した。オオ
ルリシジミに関して、実際の翅の色あいや卵の大きさや産卵場所を細
部まで観察し、手袋シアターの色の変更とプラ板の発色の調整を行っ
た。 
2018年11月25日に熊本県では、オオルリシジミの講演会と教材の
発表会を行った。40人定員の講座であったが、事前予約で満員となっ
た。講演ではオオルリシジミの生態や現状、これからの保全方法につ
いて提案した。その後は手袋シアターの手遊びとプラ板によるキーホ
ルダー作りを自由参加する形としたが、ほとんどの人が参加した。地
元からは「幼い子どもたちが楽しみながらオオルリシジミのことを知
るきっかけ作りになる」「歌と手袋シアターはかなり幼い年齢でも興
味が持てる手法だと思う」という意見が出た。 
2019年2月24日には足立区生物園にて、オオルリシジミのプラ板
作りのワークショップを行った。親子合わせて 30 人が参加した。生
物園はオオルリシジミと同じシジミチョウ科であるツシマウラボシ
シジミの飼育を行っている繋がりがあり、生息域外保全に対する意識
が高い。はじめにクイズ形式で、オオルリシジミとツシマウラボシシ
ジミについて説明し、最後に標本にすることができないオオルリシジ
ミの自分だけの図鑑とするべく、プラ板を作成した。子どもたちは出
来上がったプラ板を友達に見せたり、比較したりした。 
課題 
手袋シアターによる手遊びはイベントの導入として使うため、短い
時間しか出来ず、単体では成立できない。また作成に多大な人手と労
力がかかる。一方プラ板作りはトースターを必要とするため、運搬費
が発生し、電源を確保する必要がある。また、1回に1人分のプラ板
しか焼成できないため複数台用意したとしても待ち時間が生じ、その
間のプログラムが必要であることがわかった。 
今後の予定 
教材のパッケージ化を行い、多くの人たちが自分たちで保護活動が
できるようにする。また、アンケート等で効果測定を行いたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 
代表者の感想・コメント 
 
江田 慧子 
（教育人間科学部 学校教育学科） 
 
生きものの保全は一人の一立場では実現しません。多くの人た
ちがそれぞれの立場を活かして、参加することが重要です。教材
を作るにもたくさんの人が集まるともっとたくさん作ることが
できます。私たちと一緒に活動し、次世代へ繋ぎましょう！ 
教員助成
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帝科学生と地域の防災について一緒に学ぼう 
 
 
地域住民と共に防災を学ぶ帝科学生の会 
 
伊藤あい ・落合永昌 ・佐藤菜々子 ・吉田瑞樹 
（医療科学部 医療福祉学科） 
 
目的 
 近年、日本各地で大きな災害が起こり、また、本学がある足立区北
千住近辺は、水害のリスクが非常に高い地域と言われている。そこで、
学生、防災を主活動とするボランティア団体、地域住民が一緒に自助、
公助、共助、ご近助（所）について学ぶ機会を設け、皆が楽しみなが
ら防災の知識と技術を深めることを目的とした。 
 
内容 
 災害ボランティア団体であるチームあだちの協力を得て、「帝科学
生と地域の防災について一緒に学ぼう」を開催した。災害時を想定し
た調理として、ポリ袋を使用した炊飯とカップケーキ作りを行った。
また、調理の加熱中は、発災時の対応や、防災に関する知識を深める
防災○×クイズを行った。各クイズの後は、事前に用意した防災拠点
のスライドを見たり、防災マップの確認を行い、参加者間で意見交換
を行った。被災時に使用できる物として、タブレット型簡易トイレの
デモンストレーションも実施し、新しい情報の提供も行った。 
 
成果 
 参加者は 33 名であった。アンケート結果より、イベント全体につ
いて好評を得た。また、防災クイズでは、参加者が住む地域の避難所
や給水所について再確認を促すことができた。「学生と学ぶことがで
きてより楽しく過ごすことができた」という意見から、机上で防災の
知識を学ぶのではなく、活動を通して地域住民と学生が交流し、楽し
みながら防災に関する知識や技術を深めることができたと分かった。 
 
課題 
 活動では火を使用するため、参加対象者を大人とし、実際は高齢の
参加者が多かった。しかしながら、今回行った内容はどのような年齢
層にも伝えたい内容である。今後は、様々な年齢層を対象とした活動
内容の検討および、開催情報の周知を行っていきたいと考えている。 
 
今後の予定 
 アンケートからは、「同じことを毎年くりかえしていただいても良
いと思います」「避難所での具体的な生活の仕方を知りたい」「誰でも
できる手軽な料理を知りたい」との要望を頂いた。次年度以降もチー
ムあだちの協力を得ながら、学生と地域住民が共に防災や減災につい
て学ぶ機会を設けると同時に、地域住民同士のつながり作りの場とし
ての役割を担っていきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 
代表者の感想・コメント 
 
伊藤 あい 
（医療科学部 医療福祉学科） 
 
 学生自身も防災・災害について学ぶ 
きっかけとなり、イベントを通して 
地域住民の方と、共に楽しみ学ぶことができました。イベントの
全体評価が良く次開催を望む声もあったので、本活動の結果をも
とに次回の活動につなげたいです。 
学生助成
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～関わる人に最高の笑顔とスパイスを～ 
 
 
地域への貢献と活性化を目指して 
（ 動物介在活動部 ） 
 
池谷尚斗・岡﨑拓実・阿部遼太郎・佐々木愛・南雲由美子 
（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
上野原市では高齢化が進んでおり、市民の約3人に1人が高齢者で
す。この現状を受け、上野原市の内科医をしている上條医師が地域活
性化をねらいとし、上野原市でのアニマルセラピーの実施を提案して
下さいました。このことがきっかけで現在の動物介在活動部創立に至
りました。 
このような経緯から、最終目的を「上野原市における継続的な認知
症高齢者へのアニマルセラピーの実施」とし、目的に近づくために「そ
こに参加した入居者さんに少しでも“楽しいと感じてもらえるもの”
や“喜んでもらえるもの”を作ること」を理念として掲げています。 
 
内容 
現在、29名の方が過ごしている市内にある老人ホーム「桜の里」で、
2か月に1回の動物介在活動と月に4回程度の訪問活動の実施。介在
動物として桜の里に連れていく兎を部員で飼育しています。 
活動の際には、他団体の協力を得て犬・蚕などの動物を連れていき
入居者さんに触れ合いや会話を楽しんでもらいます。 
訪問活動では、動物は連れて行かず入居者さんと1時間程の会話や
あやとり等の遊びで交流し、入居者さんとの接し方を学びます。 
 
成果 
今年度の動物介在活動は、計3回実施し、訪問活動は昨年度26回 
に対し今年度は41回と大幅に増やすなど訪問活動に力を入れました。 
 また、今年度は施設行事（8 月に花火大会、12 月にワッフル作り）
のお手伝いをしました。 
 今年度から幅広い年齢の方と関わることで対象年齢を広げる、私た
ちの普段の活動を知ってもらうことを目的に桂川フェスティバルと
明日の風に参加を始めました。 
 
課題 
介在活動への学生参加人数が少なく、入居者さんの参加人数も限ら
れてしまいました。 
 活動に行く際に使うバスのチャーター料金が高いため、活動に行け
る回数が少なかった。 
 
今後の予定 
 活動頻度を1か月に1回に増やしたいと考えています。さらに活動
領域を広めて地域活性化に貢献したいです。 
REPORT 学生助成
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子どもの心をはぐくむ会 
 
 
子どもの心をはぐくむ会 
 
竹村祐樹・吉田藍里（医療科学部 医療福祉学科） 
 
目的 
本活動では連携先である放課後等デイサービスの卒業生でその後
も SST(ソーシャルスキルトレーニング)の活動に参加している発達障
害または知的障害がある10代～20代の方（1人から5人）を対象に、
円滑な対人関係を築くために必要なスキルを身に付けられるように
することを目的とした。 
 
内容 
活動内容は、知的・発達障害児者を対象とし、パネルやパペットを
用いたロールプレイ、寸劇を用い、対象者の感情表出を促し、心の発
育を支援する活動を行なった。 
アイスブレイク→頭の体操→最近の出来事の発表→ロールプレイ
ングという流れで行った。 
 その際に、学生が参加者とペアを組むなどし、活動に取り組んだ。 
 
成果 
最初は人の顔写真が印刷されたパネルを用い、表情からその人の気
持ちを読み取るということを行った。次に、そこから日常的に起こり
うる場面を写したパネルにステップアップし、どのようにしたらその
場面で円滑に対処することが出来るかを考えるという活動を繰り返
し行なった結果、徐々に他者の思いも考えることができるようになっ
ていった。また、ロールプレイングを行い自分たちで考えて実演でき
るようになり、活動当初よりも対人関係に必要なスキルを身に付ける
ことが出来ていた。 
 
課題 
４人～５人の参加者に対し、学生が２人であったため、活動中全員
を均一にサポートすることが出来なかった。学生の人数を増やす必要
がある。 
 参加者は、自分の知っている人達の間や慣れている場所でのコミュ
ニケーションをとることができるようになったため、慣れていない場
所、人達に対しても身に付けたコミュニケーションスキルを活用でき
るようにすることである。 
 
今後の予定 
これまでの活動の内容や成果を学生に広め、参加学生人数を増やす
と共に、活動を継続していきたいと考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 
代表者の感想・コメント 
 
竹村 祐樹 
（医療科学部 医療福祉学科） 
 
1年間の活動を通して、コミュニケーションや人間関係で悩み
を抱えている人は少なくないと感じた。また、人それぞれ悩みが
違うため、その人に合った支援を見つけることが重要であると感
じた。 
学生助成
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ボランティアで学び 新たな活動につなげる。 
 
 
従来の水族館のボランティア活動に 
加え様々な活動を 
（ 水と水の生き物のすばらしさを伝える会 AQUASHIP ） 
 
羽田飛騎（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
ボランティア活動を通して山梨県立富士湧水の里水族館と連携し、
水生生物を例にとって来館者に環境について考える機会を提供する
ことを目的とした。また、参加学生自身の知識と技術の向上をはかり、
各々が様々な場面で活躍できる人へ成長することを目指した。 
内容 
本団体は山梨県立富士湧水の里水族館を主な活動場所としている
が、今年度はさらにその経験を様々な場面で活かすことができた。 
1. 「桂川フェスティバル」への桂川の水族展示ブース出展 
2. 足立区の小学生の遠足における環境教育活動 
3. アクアリウムさがみはら「ふれあい縁日」にブースを出展 
4. 6月と12月の「障がい者乗馬会」への参加 
成果 
1． 「桂川フェスティバル」では上野原を流れる桂川に生息する水生
生物の展示・解説を行い、参加者の方々から好評を頂いた。 
2． 足立区遠足では足立区を流れる荒川と桂川との関係を解説し、水
とそこに暮らす生き物とヒトとの繋がりを伝えることができた。 
3． 相模川ふれあい科学館アクアリウムさがみはらにて行われた「ふ
れあい縁日」にブースを出展。子供向けのクイズラリー形式の環
境教育活動を行った。ブースの内容を0から全く新しいものを企
画したため非常に大変であったが、幸い好評の声も頂くことがで
き、今後の活動への励みや自信につなげることができた。 
4． 6月と12月の障がいのある方のための乗馬会「乗る・馬・体験」
に参加。生き物の展示と解説を行った。この活動の歴史は長く、
学外の子供たちと密に関わることのできるイベントなので、内容
をさらにアップデートしていき、力を入れていきたい。 
課題 
現状の課題としては、長期休みによる帰省に伴い、湧水の里水族館
のボランティアの参加人数が減ってしまうこと、また現在、助成頂い
ている資金と部費から参加者の片道分の交通費を支給しているが、そ
れでも負担は大きく、思うように活動に参加できない部員がいること
である。今後もボランティアに参加しやすい環境づくりを推し進めて
いきたい。 
今後の予定 
上野原を流れる桂川をフィールドに、教育普及活動や調査活動など
も行っていきたい。 
 
REPORT 学生助成
代表者の感想・コメント 
 
羽田 飛騎 
（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
今年度は水族館のボランティア活動のみならず様々な場所で
その経験を活かす活動ができました。今の活発さを落とすことな
くなく、来年度はさらに良いものとしていきたいです。 
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よめば見えてくる！ 
 
 
フリマガ「ネコノメ」と「広報うえのはら」 
を用いた本学と上野原市の情報発信 
（ ねこの目報道部 ） 
 
鈴木沙羅（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
1. 本学で日々行われている魅力的な活動を、学内のみならず学外
（受験生や地域の方々など）に発信すること。 
2. 地域情報や学外の話題を学内（教職員や学生）に紹介すること。 
内容 
AdobeIndesign を使用して、フリーマガジンの作成・発行及び、上
野原市の広報誌「広報うえのはら」への記事提供を行った。 
1. 冊子「ネコノメ」（年2回発行） 
担当者それぞれが気になる上野原市内のスポットを訪れ、その時
感じたことやその場所の紹介などを行った。 
2. 広報うえのはら版「ネコノメ」（6回掲載） 
上野原市の広報誌、「広報うえのはら」に隔月で記事を提供した。
上野原市で行われるイベント及びスポットの紹介、大学の活動な
どを紹介した（各号1ページ）。 
成果 
当初の予定通りフリーマガジン 2 冊の発行と、「広報うえのはら」
への掲載（6回）が行われ、学内外双方に情報発信することができた。 
1. 冊子「ネコノメ」Vol.25、Vol.26 
２５号では、桂川河川敷で行われた音楽イベント「リアニメーシ
ョン」を取材し、２６号ではコモアしおつの「日本最長エレベー
タ」などを取り上げた。 
2. 広報うえのはら版「ネコノメ」 
平成30年4月、6月、8月、10月、12月と平成31年2月に掲載
された。大学関連情報としては市内で行われたプロジェクトや科
大祭の告知を、地域情報としては地域活性化施設「ふらっと上野
原」や地域おこし協力隊が開催した「シャボン玉イベント」など
を取り上げた。 
課題 
「ネコノメ」２５号は様々なトラブルで発行が半年遅れてしまった。 
今後の予定 
来年度は細かいスケジュール調整を行い、締め切りをしっかりと設
けることで、予定通りの発行を目指したい。また、来年度は上野原に
住む地元の方を訪れるなど、もっと地域住民との交流を増やせるよう
な企画を考えたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 学生助成
代表者の感想・コメント 
 
鈴木 沙羅 
（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
今年は様々な出来事が重なったことで、思うようにことが進ま
ず、何度も壁にぶち当たり行き詰ってしまうことがありました。
ですが、何とか冊子・広報うえのはらを予定通り、発行すること
ができ嬉しく思います。地域の方々や読者様がいるからこそ、今
回も頑張ることができました。本当にありがとうございました。
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地域住民の方々との交流を通して学んだこと 
 
 
千住探検隊 
 
吉田藍里・有賀文恵・熊谷彩乃・鎌田零二・吉田託夢・原拓哉 
篠平龍一（医療科学部 医療福祉学科） 
 
目的 
千住元町団地の住民と交流し、日常生活で困っている方のお手伝い
ができる関係づくりをする、生活実態を知ることです。 
 
内容 
２号館地下一階アリーナでのレクリエーションでは、元町団地の方
をお招きして安全で楽しいゲームを目指して活動を行いました。 
レクリエーションでは、おしゃれをして来てくださる方やお隣さんと
待ち合わせをして来てくださる方がおり、ご近所でのコミュニケーシ
ョンのきっかけにつながったと感じます。 
そして、ゲームは複数のチームにわかれ協力して勝負をするもので、
優勝したチームには折り紙で作ったメダルをお渡ししました。中には、
メダルをお部屋に飾ってくださる方や、入院の際に持っていって下さ
った方がいらっしゃったことが印象に残りました。 
レクリエーションで「おうちで何か困っていることはないか」とい
う質問の投げかけや活動にいらっしゃらない方で困っている方はい
ないかなどを聞き、戸別訪問へ活動の幅を広げていきました。 
戸別訪問では、窓ふき、お風呂の壁の掃除、電気のかさ拭き、たんす
の上の荷物を降ろすなどのお手伝いをしました。 
 
 
成果 
一人暮らしの高齢者の方は、私たちが日常的に当たり前に出来てい
ることも、想像以上に困難になっているということを知りました。 
課題として、あまり地域に出てられなくなってしまっているというこ
とや行政のサービスが追い付いていないという現状を見ることが出
来ました。 
また、レクリエーション活動でお話した方も、戸別訪問のほうがよ
り親密なお話ができ、団地で暮らす方々の悩みの根底に近付けたと感
じています。この活動を通して、若い世代の学生との関わりが住民間
での交流のきっかけとなったと考えています。 
 
今後に向けて 
一部の住民の方の積極的な受け入れの姿勢や先輩方が築いた住民
の方との信頼関係なしには成しえない活動だったと感じています。団
地の方々との交流を通して地域の生活実態に触れ、多くを学ぶ体験と
なりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 学生助成
学生代表者のコメント 
 
吉田 藍里 
（医療科学部 医療福祉学科） 
 
 
私たちの活動が来年度の活動に活かせるよう、活動で学んだこ
とや改善点などの情報共有を積極的に行い、後輩に引き継いでい
きたいと考えています。 
ご支援くださった柊崎先生、淺沼先生に感謝申し上げます。 
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運動の楽しさを伝えるために！！ 
 
 
バドミントンサークル活動報告 
 
柳原朱里（教育人間科学部 学校教育学科 2年） 
松井高光（教育人間科学部 学校教育学科 特任助教） 
 
目的 
体育教師を目指す上で必要な知識や経験の蓄積や，教師の現状や実
際の教育現場を肌で感じることで，今後の夢への実現に生かす為に活
動している．今回行った地域連携活動の主旨としては，専門的な指導
者のいないバドミントン部において，技術的な指導をすることで，部
活動の活動を活性化させることであった． 
内容 
荒川区内の中学校にて，バドミントン部（女子24名）を対象に主に
技術的な指導を行った．週に一回，一時間半の活動の中で，「東京都大
会出場」という目的達成のための技術指導の他に，体力の向上や健康
の維持増進だけでなく，集団としての規律等の社会性を育てるための
サポートをした． 
成果 
活動の成果は，改めて教師の仕事（主に課外活動に関して）の一端
に触れ，今後教師を目指すうえで重要な経験となった．部活動中に，
クラスの運営や成績管理などの事務作業を行わなければいけない教
師が多数いることが，実際に中学校で活動している中で知ることがで
き，外部指導者との連携の重要性を認識した．また，指導場面におい
ては，自分が伝えたいことを実際に教師という立場で，生徒に伝える
ことの難しさを知ることが出来た． 
地域連携活動としては，バドミントン部の生徒からは，技術的な質
問だけでなく，大学生活に関する質問も多く受けた．大学での学びを
生徒に伝えることで，より学校生活が深いものになることを期待して
いる．また，顧問の先生からは，「怪我の予防や技術指導などの観点か
ら，競技の専門的な知識を持った指導者がいると，とても有り難い」
という感想をもらい，一定の成果があったと感じている． 
課題 
活動の場が学校現場であるという特性上，部活動全体を見るにあた
って，少人数に集中しがちの時があるので，全体を大きく見ながら指
導していく必要があると感じており，メンバーの技術的な部分も含め
た全体的な指導力の向上が課題と感じた．また，教師という立場で生
徒と関わっているので，言葉遣いや礼儀作法など，自分自身が手本と
なるような行動をするための準備がより一層必要であると考えてい
る． 
今後の予定 
今後も継続的に中学校のバドミントン部にて指導等を行っていく
予定である．その他，より地域と連携した活動が出来るよう，部活動
に限らないかたちで，生涯スポーツの獲得に寄与するような場の提供
を考えている． 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 
代表者の感想・コメント 
 
柳原 朱里 
（教育人間科学部 学校教育学科） 
 
この活動の中で得たものを生かしながら，地域の子供などを対
象としたバドミントン教室，またはスポーツ教室を開き，自分の
スキルの向上や地域のスポーツに関する環境の活性化に努めて
いきたいと考えています． 
学生助成
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地域と動物の関係 
 
 
学ぶボランティア 
(アニマルボランティア) 
 
西野有紗（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
地域に発生する動物関連の問題を、地域住民、区役所、足立区で活
動しているボランティア団体等と連携し解決を目指す。また、部員が
自分が将来携わっていきたい動物関係を見つけられる場にする。 
 
内容 
足立区で行われている地域ボランティアの参加、動物関係のセミナ
ーやシンポジウム、そして動物保護団体さんでのボランティアの参加
をすることで、現場では実際、何がどんな目的で行われているのかを
知ると同時に、地域の方々と交流を深めました。 
また、現場でどう動いたら良いのか、自分たちの知識や経験をどう
活かすことが出来るのかを部員同士で考え次につなげて活動できる
ような部活でした。 
 
成果 
人と動物が地域の生活の中でどう関わっているのか。また、大学周
辺ではどのようなボランティア活動がどんな目的をもっておこなわ
れているのかを知ることが出来たと同時に、地域の方々と友好的な関
係を築くことが出来ました。また、部員も活動中に言われたことだけ
ではなく、自分から自主的に何をしたらよいのか考えて行動したり、
意見を言う事ができようになりました。 
課題 
前年度までとは活動形態が大きく変わったこともあり、参加人数が
思わしくありませんでした。 
 
今後の予定 
昨年度は部員の興味を引き出すため、また、足立区での動きを知る
ために様々な地域活動に参加させて頂きました。今年度は今回得た経
験や情報を活かし、「地域と動物の関係を学ぶボランティア」として
「地域猫対策」に的を絞った活動にします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 
代表者の感想・コメント 
西野 有紗 
（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
人と動物の共生を考えていく際に、それを目指すにあたって、
今どんなことが行われているのか。何が必要とされているのかを
考えるきっかけとなる活動を沢山行うことができました。将来、
部員ひとりひとりが自分達だから出来ることを見つけて実行し
ていける活動にこれからもできればと思います。 
学生助成
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動物の魅力を多くの方に伝えたい 
 
 
東京都多摩動物公園と 
横浜市立金沢動物園での教育普及活動 
（ 動物園研究部 ） 
 
山中隼輝（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
動物園研究部では、動物園の４つの役割の1つである教育普及活動
に取り組んでいる。学生が主体となって動物園で教育普及活動を行う
ことで、動物園という現場を学ぶと同時に、伝えることの難しさや楽
しさを学び、人前で話す力を身につけることを目指している。 
内容 
第1・第3・第5日曜日は金沢動物園、第2・第4日曜日は多摩動物
公園で教育普及活動を実施している。 
多摩動物公園では、2004年から「おえかきっず！」を継続して実施
しており、今年度はプログラムの更新に取り組んだ。 
金沢動物園では、オカピ・コアラ・バク・オリックス・カピバラに
関する定例活動と、季節ごとのイベントに参加した。 
成果 
多摩動物公園での活動に参加した来園者は664名で、前年度より78
人増えた。このうち保護者にアンケートを行い、その声をプログラム
の改善に反映させたり、学生の勉強会を増やしたりした。新プログラ
ムに変更したことで親も積極的に参加するようになり、親子の会話が
増え、プログラム自体の雰囲気が明るくなった。 
金沢動物園では体系的な評価は行っていないが、多くの来園者が企
画に参加し、「動物の体の仕組みがよく分かった」「もっと動物のこと
知りたい」といったコメントが得られた。 
活動回数と参加人数を
表にまとめたが、全体とし
て学生の積極的な参加が継
続している。（8月と9月は
多摩動物公園の事情で活動
できていない） 
課題 
多摩動物公園のプログラ
ムは、まだ導入したばかり
で、プログラム運営の体制
作りと、参加者の評価を受
けた改善に取り組みたい。
金沢動物園では体系的な評価の導入に取り組み、定例活動の改善につ
なげたい。 
今後の予定 
従来どおりのスケジュールで活動を続け、多摩動物公園では今年度
導入したプログラムを洗練させ、金沢動物園では定例企画の全体的な
見直しを進める予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
REPORT 学生助成
回数 延べ人数 多摩活動 金沢活動
1回 3回
7人 40人
1回 2回
7人 17人
２回 2回
16人 21人
２回 3回
18人 24人
0回 2回
14人
1回 2回
7人 14人
2回 1回
15人 9人
2回 2回
15人 16人
2回 2回
13人 14人
2回 2回
15人 15人
2回 2回
15人 16人
1回 2回
9人 10人
2018年度　活動回数と参加人数
47人
24人
19人3回
4回 31人
4月
5月
2月
3月
4回
3回
1月
6月 ４回 37人
7月 5回 42人
8月
9月
10月
11月
12月
2回 14人
3回
3回
21人
24人
4回 31人
4回
4回
27人
30人
代表者の感想・コメント 
 
山中 隼輝 
（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
動物園での教育普及活動を通して、動物の魅力をいかに分かり
やすく楽しく教えられるかに僕自身は取り組んだ。これからも動
物園に来る来園者1人でも多くの方に魅力を伝えていきたい。 
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障がいのある方のための乗馬会「乗る・馬・体験」 
 
 
障がいのある方のための乗馬会 
 
平田達稔・佐々木愛（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
ヒトとヒト、ヒトと動物との交流の場としての障がい者乗馬の実
施と、障がい者乗馬の普及・啓発を目的とし、障がい児を対象に乗
馬活動を行っております。 
 
内容 
乗馬会を開催する約2か月と2週間前から企画会議を始めます。乗
り手さん(乗馬をする障がい児)に楽しんでいただけるよう、季節ごと
にテーマを設定し、それに沿った装飾作成や企画をします。 
約 1 か月前までに乗り手さんと当日のボランティアを募集します。
乗り手さんを募集する前段階として、前回までの参加者や特別支援学
校などに向けて資料作成や郵送をします。申し込み人数が多い場合は
抽選を行い、当日についての資料を作成・郵送します。ボランティア
はポスターや授業アナウンスで募集をかけ、その後講習会や打ち合わ
せなどを行います。1 週間前にご協力していただくうまセンターの職
員さん、学生スタッフ、先生方とスケジュール確認をした上で当日に
臨みます。 
前日は1日をかけて会場の設営をし、当日タイムスケジュールの最
終確認も行います。 
当日を終えるとうまセンターの職員さん、学生スタッフ、先生方と
反省会をし、準備期間や当日の反省を次に活かせるよう話し合います。    
その後ご協力いただいた先生方にお渡しする報告書を、感謝を込めて 
毎回作成しています。 
 
成果 
2018年度は6月と12月の計2回開催しました。6月は11人、12月
は7人の乗り手さんに来ていただきました。 
今月に行われた第 28 回乗馬会では、雨のため乗馬は中止となりま
したが、1名参加してくださりふれあいのみの開催となりました。 
 
課題 
毎回同じ乗り手さんが多いため、新しい乗り手さんの獲得とうまセ
ンターの馬が高齢となってきたため、新しい借入先の検討必要と感じ
ています。 
 
今後の予定 
 乗馬会のさらなる向上のために実行委員で参加者一人一人に合わ
せた質の高い乗馬会を目指していきたいと考えています。 
一回あたりの規模を少し抑えることで開催頻度を増やし、より多く
の方に楽しんでいただけるようにしたいと考えています。 
 
※活動準備中の写真 
REPORT 学生助成
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身近な自然を使ったカフェで地域のコミュニティ作り 
 
 
カフェサークル Bonn Bush 
 
林姫花（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
・自ら畑で野菜を育てることで、食べ物を作る大変さを経験、理解し、
さらにそれらを伝えることによって、生き物に感謝する気持ちを育む。 
・カフェ活動を通して、開催地の地元の方やカフェを利用して下さる
お客様の交流する機会を設け、新しいコミュニティを作る。また、そ
の利用を活発化させて地域の活性化に貢献する。 
・学内カフェを通して、地域の情報を学生や教員などのより多くの人
に届けることで、地域に人を呼び込んだり、新たなネットワークがで
きたりするきっかけを作る。 
内容 
・学内外カフェオープンに向けた運営方法やメニューの検討、試作 
・学内・学外に向けた宣伝活動 
・地域ボランティア活動 
・畑での作物の栽培 
成果 
活動1年目の今年度は、学内外への宣伝活動や畑での作物栽培に力
を注いで活動してきた。その結果、地域イベントへのカフェ出店やボ
ランティア活動を通して、学内外へ「カフェサークル」の知名度を上
げることができた。また活動を通して地域の方との交流を持ち、笑顔
を作ることもできた。 
課題 
部員数の増減、資金面、衛生面、安全面等の管理不十分により、予
定していた活動ができないことがあった。特にカフェ活動では圧倒的
知識不足により多くの困難に直面し、学内カフェの運営が大幅に遅れ
てしまった。また、目的の一つである地域のコミュニティ、ネットワ
ーク作りもこれらに伴って不十分に終わってしまった。 
今後の予定 
今年度うまく運営できなかったカフェ活動と、地域のコミュニティ
作りに力を入れて活動していきたい。安定したカフェ活動を行うため
に周辺調査の実施や資金の運営方法の確立に力を入れて活動したい。
また、コーヒーを販売する活動を今年度よりも増やし、よりカフェに
近づくように努力していきたい。さらに外部ボランティア活動を増や
し、地域との関わりも増やしていきたい。 
 
 
REPORT 学生助成
代表者の感想・コメント 
 
林 姫花 
（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
上野原を、学校をもっと明るい場所にしたい、食を通して地域
を活性化したいという思いから、この活動を始めました。はじめ
はコーヒーを淹れたり、料理を作ったりなんて出来なくて、人集
めや資金獲得、場所や道具の確保に追われていました。 
しかし、外部に出店したときには、地元の方を始めとした多く
の方と交流したことで、改めて人の温かみに触れることができま
した。本当に大変なことばかりだったけど、この１年でここまで
大きな団体になれたのも、支えてくださった多くの人のおかげだ
と思います。今後は今まで以上に皆さんに貢献できるような活動
を作っていきたいです。 
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動物の温もりで命の大切さを学ぶ 
 
 
動物を教育のツールとして、 
命の大切さを学んでもらう 
（ 動物介在教育研究部 ） 
 
厚海玲奈（生命環境学部 アニマルサイエンス学科） 
 
目的 
動物を教育のツールとして、動物の温もりや毛の質感等を直接実感
し命の大切さを学んでもらい、そして動物に触れる機会を作ってもら
うことと、動物が人にとって安全なように、動物にとってもストレス
がかからないように人に慣れた動物の育成をすることを目的として
いる。 
 
内容 
動物の触れ合いや動物に関するクイズを行い、命について学んでも
らうことを上野原や足立区の小学校で生活科等の時間等で飼育して
いる動物を連れて行う活動や大学に幼稚園児や小学生を招待したり、
上野原や甲府等のイベントの一角でブースを出し、動物の触れ合いや
科学実験を行うなど、様々な場所で活動を行っている。 
 
成果 
ふわふわしていて初めから可愛らしいウサギやモルモットに比べ
て恐い印象の多いヘビや気持ち悪いという印象の多いカイコなどを
触れ合いすることで、触感から意外に可愛いと思う子どもや怖くない
のだと思う子どもが増え、子どもの動物に対するイメージに変化があ
る。 
そして、動物介在教育活動を行うことで、私たち参加学生のコミュ
ニケーションスキルも上がり、活動を見守ってくださる第三者(小学
校や幼稚園の先生、親御さん等)からの評価も高い。 
 
課題 
活動を行う為には学生の手伝いが必要となります。参加学生が少な
いことで起こる、学生一人に対し、対象の小学生や幼稚園児を多数見
なければいけず、瞬時に対応できないことが問題となる。その為に、
参加経験のある学生から経験が浅い学生に活動での注意点や大事な
こと等を伝えていくことで参加学生を減らさないことが課題となる。 
 
今後の予定 
桂川フェスティバル、上野原の小学校・幼稚園、足立区の小学校、
帝京めぐみ幼稚園、秋山ふるさと祭り、甲府遊亀公園、科学の祭典、
富士湧水の里水族館等で活動を行う。 
 
 
動物クイズを行っている子ども達と学生 
REPORT 学生助成
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